
 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「自他を認め合い、学力・体力を高め、より良く生き

る子どもの育成」を達成するため、学校スローガンにあわせた【かしこ

くチーム】【やさしくチーム】【元気よくチーム】の３部会を中心に計画

的に実践を行っています。 

特に注目すべきは、「働き方改革」の意識調査結果です。 

「仕事にやり甲斐を感じる」 

「仕事を通じて成長できていると感じている」 

「仕事以外の部分においておおむね満足できる時間が過ごしせている」 

「職場では同僚間で気軽話しができる雰囲気にある」 

「教材研究の時間が十分確保できている」 

等の項目について、40歳未満と 40歳以上で分析しています。単なる

時間管理だけで無く働き甲斐について調査を行い、そこで課題になった

教材研究の時間を確保するために、各学年部で具体的に仕事量や時間の

削減を話し合い、道徳の担任交代や交換授業などを行っています。この

ように、働き方改革を学校経営や学年経営に活かす素晴らしい取組は、

他の範となるものだと感じました。 

 

授業から学ぶ 
本校は、教職員の得意を活かし、

学び合う実践的な研修を行うことで

指導力をつけています。また、全学

級において道徳の授業の記録を教室

に掲示することを徹底しています。 

どの授業も、聴く姿勢や待つ指導が行われているので、子ども達は安心して自分

の思いを発言できていました。特に５年２組の算数では、友達の考えを説明する他

者説明や、同じ考えの人や理解が深まった人を確認する指導は、本校の目指す「自

他を大切にする」ための見事な実践だと感じました。ありがとうございました。 
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